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〔あらすじ〕
　サムは、黒人のアメリカ兵のダディと沖縄出身のマミーとの間に生まれた男の子です。二つ下の妹リサがいます。小さな島から出てきたマミーは、ダディと知り合い、結婚し

ますが、マミーの両親は結婚には反対でした。サムは、近所の友だちと仲良く遊び、また、銭湯（風呂屋）に通っていましたが、ある時から、銭湯には行かなくなりました。サ

ムの住むコザの町は、黒人のアメリカ兵がたくさんいるところでした。

  サムは、小学校に入学してから、友だちからいじめにあいました。アフロの髪
かみ

の毛と黒い肌
はだ

だったからでした。絵をかく時間は、自分の顔の色を何色にするかで悩みました。

運動会のダンスでは、誰も手をつなごうとしなかったので、サムは一人で踊
おど

りました。沖縄では、小さな女の子がアメリカの兵たいに殺されたり、アメリカ軍のジェット機が墜
つい

落
らく

したりする事件や事故が起こりました。コザの町では、アメリカ人の車をたくさんひっくりかえして、燃やしたりする事件も起きました。サムは、黒い肌を落とすためにタワ

シでこすったり、アフロの髪の毛を切ったりしました。周りから、「ハーフ」「アメリカに帰れ」と言われ、いじめは続きました。

　サムは、ダディの「みんな　ちがって　あたりまえのことなんだ」という言葉が心にひびきます。

　成長して大人になったサムは、一人一人みんなちがうのは、あたり前のことだと考えています。サムは、いま、アメリカ人のダディと日本人のマミーの血が流れていることに

幸せを感じています。

〔保護者の方へ〕
　「おきなわの少年　ぼくはサム」は、筆者が小学生の時、「ハーフ」と呼ばれていた同級生の R 君を頭におきながら描いた物語です。R 君から、直接、話を聞いてこの物語を書

いたわけではありませんが、当時の記憶をたどりながら、そして、直接的、又は間接的に見聞きしたことをもとに全体を構成しました。この絵本を出した動機は、つらい日々を送っ

た「ハーフ」の存在を、絵本を通して次世代に伝えたい、また、これからの多文化・多国籍化社会の中で、様々な国や地域の人とどのようにつきあい、同じ市民として生活して

いくのかを考えて欲しかったからでした。

  ハーフのサムがいじめに遭
あ

い、自身のアイデンティティに思い悩む姿を、沖縄の社会情勢と重ねながら、物語を綴
つづ

りました。今回の絵本は、「混
こん

血
けつ

児
じ

」、「合
あい

の子」、「ハーフ」と

呼ばれ、心に大きな重荷と傷を負ったサムの心情を描きたかったのです。  現在、多様なルーツの人たちの呼び方として、ダブル、ミックスなどの言葉も使われています。

おきなわの少年　ぼくはサム
2025（令和 7）年５月　初版 1刷

文	 嘉納　英明（かのう  ひであき）　名桜大学教授　戦後沖縄教育史 絵	 丸山　花菜子（まるやま  かなこ）　会社員　日本大学芸術学部卒　神奈川県在住

英訳	 渡慶次  正則（とけし  まさのり）　名桜大学教授　英語教育

 Meghan Kuckelman（メーガン・クックルマン）　名桜大学上級准教授　英米文学

発行　（資）沖縄時事出版　〒 900-0025　沖縄県那覇市壺川 1-3-10　電話 098-854-1622　FAX098-855-7163

販売　（株）沖縄学販　〒 900-0025　沖縄県那覇市壺川 1-3-10　電話 098-854-1620　FAX098-854-1327

定価　（本体 1300 円＋税）   ISBN978-4-903042-45-9


